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　新年あけましておめでとうございます。昨年は新型コロナウイルス感染症の第5波が湖西市にも襲い掛かり猛威を振るいました。
自粛、テレワークも日常となり、慣れに対する恐怖感さえ感じています。今年こそはマスクを外して自由に移動できる生活を取り戻したい
ものです。さて、湖西市議会１２月定例会の一般質問では湖西市の産業政策について、行政の考えを問いました。概要の報告と併せて、
湖西市のトピックスをお知らせします。
　本年もよろしくお願いいたします。

一 般 質 問

湖西で働いて良かった
住んで良かったと思える「魅力あるまちづくり」を目指します。

教育を基本とした
魅力あるまちづくり

行財政改革による
持続可能なまちづくり

キャリア教育の充実
コミュニティスクール

（学校を核とした地域の創生）
外国人共生（就学支援）

行政事業の見直しによる税金の有効活用
企業・行政・地域と取組む新産業政策の推進

市民とつくる、協働のしくみづくり
市民活動の実践をとおしたリーダーの育成

現在湖西市では次年度の事業計画、予算の積算を行っています。今年度実施された新型コロナウイルス感染症に
対する経済対策の評価を踏まえ、湖西市の産業政策について市長部局の考えを認しました。

湖西市としては2度目のPFI事業ですがゼロベースで実施するのは今回が初めて。今後も公共施設
の再配置計画が進むことからPFI導入指針の策定の必要性を認識しました。

①湖西市内の新型コロナウイルス感染症の影響につ
　いて産業の側面からどの様に分析しているか伺う。
②学校給食事業の方式としてPFI事業を前提としてい
　るがPFIのメリット、デメリットをどの様に把握して
　いるのか伺う。
③学校給食事業を食材生産、運搬、調理、施設維持管
　理を湖西市の地域経済活性化を目的とした産業
　政策と位置づけ、市長がイニシアティブをとり専任
　チームを立ち上げてはどうか、市の考えを伺う。

①市内の小売、飲食業の70％がコロナの影響を受け
　ており、営業利益20％以上減少した事業者が40％
　あった。とりわけ飲食店への影響が大きく引き続き
　経済的支援が必要。
②PFI事業のメリットは財政の平準化とコストダウン、
　デメリットは地元業者が参入しにくい。
③教育委員会に「おいしい給食課」（仮称）を新設し、市
　の他部署と連携しながら食育の推進、地産地消の充
　実を図る。

新型コロナウイルス感染症対策は事業者、市民に戦略的に
行われたのか、ニーズとマッチしていたのか確認して今後の
施策を考えて欲しい。併せて、学校給食センター建設計画方
針が打ち出されました。学校給食を湖西市の産業と位置付
けてはどうか提案したい。

私
の
思
い

新形コロナウイルス感染症対策について「湖西市商工会」
「新居町商工会」にヒアリングをおこない、事業者のニーズ
とマッチしていたかを確認しました。学校給食センターにつ
いて、市内の事業者にPFI導入についてヒアリングを行いま
した。 

実
態
調
査

PFIとは：
FI（プライベイト・ファ
イナンス・イニシアテ
ィブ）とは、公共施設
等の設計、建設、維持
管理及び運営に、民
間の資金とノウハウ
を活用し、公共サー
ビスの提供を民間主
導で行うことで、効率
的かつ効果的な公共
サービスの提供を図
るという考え方です。



発　行‥2022年1月1日　　発行所‥くすのき 浩幸 　　編　集‥楠 浩幸　　印刷所‥BASEd

0 5 3 ( 5 5 5 ) 7 13 2
0 5 3 ( 5 5 5 ) 7 13 3

トピックス

市内の運動施設（運動公園、勤労者体育館、新居体育館、みな
と運動公園）の指定管理者が令和4年4月から湖西スポーツ協
会から（株）シンコースポーツに変わります。
予約もオンラインで可能になります。

ここだけの話
勤労者体育館のジム機材のリニューアルや専門インストラ
クター派遣、AIカメラを導入したフォームの分析等最新技術
の活用が計画されています。

〒431-0493  静岡県湖西市梅田390番地

公施設の指定管理

湖西市新型コロナウイルス感染症対策 LINEクーポン発行

くすのき浩幸
＠YouTube

令和４年２月１日（火）から同年３月６日（日）まで利用可能な LINE クーポンの発行を行います
なおクーポン発行期間において湖西市公式 LINE アカウントを友達登録していることが条件です

　〇クーポンの種類は3種類
　 　①　800 円以上の飲食で 300 円割引き 
 　　②1,000 円以上の飲食で 500 円割引き 
　 　③2,000 円以上の飲食で 1,000 円割引き 
　※1 人あたり最大 1,800 円割引き
　※市内加盟店の店内飲食とテイクアウトに使用可能です。
　※デリバリーは対象外です

白ナンバーの営業車もアルコール検査義務化
2022年4月からこれまで運輸や物流業（緑ナンバー）において実施されてきた「点呼」や「アルコールチ
ェック」を、乗用車なら5台数以上、11人乗り以上車両なら1台以上の車両（白ナンバー）を保有する事
業所にも義務化されます。

はまぐち 誠みんなのまどぐち を紹介します！

我々の仲間をみんなで応援しよう！


